
(57)【要約】

【課題】送信の制御と、受信信号を１本の接続信号線で

共用することができる超音波診断装置を提供する。

【解決手段】振動子１－１と振動子１－２で配列振動子

２を構成する。振動子１－１は、駆動回路３－１の出力

部とＴＲスイッチ４－１の入力部に接続される。接続信

号線６－１は、駆動回路３－１の入力部とＴＲスイッチ

４－１の出力部に接続される。接続信号線６－１はスイ

ッチ７－１の出力部とプリアンプ８－１の入力部に接続

される。スイッチ７－１の入力部はトリガー信号発生器

９に接続される。プリアンプ８－１の出力は受信整相器

１０に接続される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
配 列 振 動 子 を 有 し 、 前 記 配 列 振 動 子 の 各 振 動 子 に 駆 動 回 路 の 出 力 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の 受 信 信
号 入 力 部 が 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 回 路 を 駆 動 す る ト リ ガ ー 信 号 と 前 記 Ｔ Ｒ
ス イ ッ チ の 受 信 信 号 出 力 を 同 一 の 接 続 信 号 線 に 重 畳 す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
接 続 信 号 線 が プ リ ア ン プ の 入 力 と ス イ ッ チ に 接 続 さ れ 、 ス イ ッ チ に は ト リ ガ ー 信 号 発 生 部
が 接 続 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は プ リ ア ン プ の 入 力 を 保 護 す る Ｔ Ｒ ス イ ッ チ 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 高 電 圧 の 駆 動 回 路 出 力 と 超 音 波 振 動 子 、 お よ び 駆 動 回 路 出 力
と プ リ ア ン プ の 間 に Ｔ Ｒ ス イ ッ チ （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｍ ｉ ｔ － ｒ ｅ ｃ ｅ ｉ ｖ ｅ 　 ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ 　
１ ６ ） が 設 け ら れ て い た （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ３ ８ ０ ７ ６ ６ 号 明 細 書 （ 段 落 ６ の ２ ３ ～ ２ ９ 行 、 Ｆ Ｉ Ｇ ． １
Ａ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の Ｔ Ｒ ス イ ッ チ に お い て は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 電 子 ユ ニ ッ ト か ら 、
送 信 の 制 御 の た め の 信 号 線 ２ ５ と 、 受 信 信 号 の た め の 信 号 線 ２ ９ の 少 な く と も ２ 本 信 号 線
が １ 個 の 超 音 波 振 動 子 に つ い て 必 要 で あ り 、 振 動 子 の 数 が 多 く な る と 信 号 線 の 数 が 増 え る
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 送 信 の 制 御 と 、 受 信 信 号 を １
本 の 信 号 線 で 共 用 す る こ と の で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 配 列 振 動 子 の 各 振 動 子 に 駆 動 回 路 の 出 力 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の
受 信 信 号 入 力 部 が 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 回 路 を 駆 動 す る ト リ ガ ー 信 号 と 前 記 Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の
受 信 信 号 出 力 を 同 一 の 接 続 信 号 線 に 重 畳 す る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 送 信 の 制 御 と 、 受 信 信 号 を １ 本 の 接 続 信 号 線 で 共 用 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 接 続 信 号 線 が プ リ ア ン プ の 入 力 と ス イ ッ チ に 接 続 さ
れ 、 ス イ ッ チ に は ト リ ガ ー 信 号 発 生 部 が 接 続 さ れ る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 送 信 の 制 御 と 、 受 信 信 号 を １ 本 の 接 続 信 号 線 で 共 用 す る こ と と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 配 列 振 動 子 の 各 振 動 子 に 駆 動 回 路 の 出 力 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の 受 信 信 号 入 力 部 が
接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 回 路 を 駆 動 す る ト リ ガ ー 信 号 と 前 記 Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の 受 信 信 号 出 力 を そ
れ ぞ れ 同 一 の 接 続 信 号 線 に 重 畳 す る こ と に よ り 、 送 信 の 制 御 と 、 受 信 信 号 を １ 本 の 接 続 信
号 線 で 共 用 す る と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 要 部 ブ ロ ッ ク 図 を 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 振 動 子 １ － １ と 振 動 子 １ － ２ で 配 列 振 動 子 ２ を 構 成 す る 。 振 動 子 １ － １
は 、 駆 動 回 路 ３ － １ の 出 力 部 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ の 入 力 部 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 接 続 信 号 線 ６ － １ は 、 駆 動 回 路 ３ － １ の 入 力 部 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ の 出 力 部 に 接 続 さ
れ る 。 同 様 に し て 、 振 動 子 １ － ２ は 、 駆 動 回 路 ３ － ２ の 出 力 部 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － ２ の 入
力 部 に 接 続 さ れ る 。 接 続 信 号 線 ６ － ２ は 、 駆 動 回 路 ３ － ２ の 入 力 部 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － ２
の 出 力 部 に 接 続 さ れ る 。 駆 動 回 路 ３ － １ 、 ３ － ２ お よ び Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ 、 ４ － ２ は 高
耐 圧 半 導 体 プ ロ セ ス か ら な る 送 信 集 積 回 路 ５ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 接 続 信 号 線 ６ － １ は ス イ ッ チ ７ － １ の 出 力 部 と プ リ ア ン プ ８ － １ の 入 力 部 に 接 続 さ れ る
。 ス イ ッ チ ７ － １ の 入 力 部 は ト リ ガ ー 信 号 発 生 器 ９ に 接 続 さ れ る 。 プ リ ア ン プ ８ － １ の 出
力 は 受 信 整 相 器 １ ０ に 接 続 さ れ る 。 同 様 に し て 、 接 続 信 号 線 ６ － ２ は ス イ ッ チ ７ － ２ の 出
力 部 と プ リ ア ン プ ８ － ２ の 入 力 部 に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ ７ － ２ の 入 力 部 は ト リ ガ ー 信 号
発 生 器 ９ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 プ リ ア ン プ ８ － ２ の 出 力 は 受 信 整 相 器 １ ０ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ ７ － １ と ７ － ２ 、 プ
リ ア ン プ ８ － １ と ８ － ２ 、 ト リ ガ ー 信 号 発 生 器 ９ 、 受 信 整 相 器 １ ０ は 低 耐 圧 半 導 体 プ ロ セ
ス か ら な る 受 信 集 積 回 路 １ １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 １ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 送 信 期 間 中 で は 、 ト リ ガ ー 信 号 発 生 器 ９ は ト リ ガ ー 信 号 を 発 生 す る 。 ス イ ッ チ ７
－ １ 、 ７ － ２ は オ ン 状 態 で あ り ト リ ガ ー 信 号 を 接 続 線 ６ － １ 、 ６ － ２ を 介 し て 駆 動 回 路 ３
－ １ 、 ３ － ２ に 伝 え る 。 こ の 時 Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ 、 ４ － ２ は オ フ 状 態 で あ る 。 駆 動 回 路
３ － １ 、 ３ － ２ は 高 電 圧 の 駆 動 パ ル ス を 発 生 し 、 波 振 動 子 １ － １ 、 １ － ２ は 超 音 波 パ ル ス
を 発 生 す る 。 こ の 様 に し て 送 信 期 間 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 受 信 状 態 に な り Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ 、 ４ － ２ は オ ン 状 態 に な る 。 波 振 動 子 １ － １
、 １ － ２ が 発 生 す る 受 信 信 号 は Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ 、 ４ － ２ を 経 由 、 接 続 線 ６ － １ 、 ６ －
２ を 介 し て プ リ ア ン プ ８ － １ 、 ８ － ２ へ 入 力 さ れ る 。 こ の 時 、 ス イ ッ チ ７ － １ 、 ７ － ２ は
オ フ 状 態 で あ る 。 プ リ ア ン プ ８ － １ 、 ８ － ２ の 出 力 は 受 信 整 相 器 １ ０ へ 入 力 さ れ る 。 受 信
整 相 器 １ ０ の 出 力 は 図 に は 示 さ な い 信 号 処 理 部 へ 送 ら れ る 。 Ｔ Ｒ ス イ ッ チ ４ － １ と ４ － ２
、 ス イ ッ チ ７ － １ と ７ － ２ 、 お よ び ト リ ガ ー 信 号 発 生 器 ９ は 図 に は 示 さ な い 制 御 部 に よ り
制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 配 列 振 動 子 の 各 振 動
子 に 駆 動 回 路 の 出 力 と Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の 受 信 信 号 入 力 部 が 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 回 路 を 駆 動 す
る ト リ ガ ー 信 号 と 前 記 Ｔ Ｒ ス イ ッ チ の 受 信 信 号 出 力 を 同 一 の 接 続 信 号 線 に 重 畳 す る 構 成 を
有 し て い る こ と に よ り 、 送 信 の 制 御 と 、 受 信 信 号 を １ 本 の 接 続 信 号 線 で 共 用 す る こ と が 可
能 に な り 、 特 に 振 動 子 の 数 が 多 い 場 合 に 信 号 線 の 数 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 送 信 の 制 御 と 、 受 信 信 号 を １ 本 の 接
続 信 号 線 で 共 用 す る こ と が 可 能 に な り 、 特 に 振 動 子 の 数 が 多 い 場 合 に 信 号 線 の 数 を 大 幅 に
削 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 プ リ ア ン プ の 入 力 を 保 護 す る Ｔ Ｒ ス イ ッ チ 有 す
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る 超 音 波 診 断 装 置 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 要 部 ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ － １ ， １ － ２ 　 　 振 動 子
　 ２ 　 　 配 列 振 動 子
　 ３ － １ ， ３ － ２ 　 　 駆 動 回 路
　 ４ － １ ， ４ － ２ 　 　 Ｔ Ｒ ス イ ッ チ
　 ５ 　 　 送 信 集 積 回 路
　 ６ － １ 　 　 接 続 信 号 線
　 ７ － １ ， ７ － ２ 　 　 ス イ ッ チ
　 ８ － １ ， ８ － ２ 　 　 プ リ ア ン プ
　 ９ 　 　 ト リ ガ ー 信 号 発 生 器
　 １ ０ 　 　 受 信 整 相 器
　 １ １ 　 　 受 信 集 積 回 路
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